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二〇一四年五月二四日・二五日、早稲田大学とユーヌス・エムレ・セン
ター東京ジャーミー・ホールで「アブデュルレシト・イブラヒムとその時代――トルコと日本の間の中央ユーラシア空間」と題する国際シンポジウムが開催された。トルコ、ロシア、日本の研究者や各方面の関係者が一堂に会し熱い議論を繰り広げた同シンポジウムは、成功裏に幕を閉じた。その前年の二〇一三年には、アブデュルレシト イブラヒムのユーラシア旅行記
Âlem
-i 
İslâm
 ve Japonya’da İntişâr-i İslâm
iyet 『イスラーム世界――日本におけるイス
ラームの普及』 （イスタン 、一九一〇年。原文はアラビア文字表記のトルコ語、すなわちオスマン語）から、日本滞在記の部分を中心に訳出した『ジャポンヤ――イブラヒムの明治日本探訪記』が刊行されている。『イスラーム世界』 の原著者であるアブデュルレシト・イブラヒム （一八五七―一九四四）は、ロシア出身のタタール人ムスリムで、汎イスラ ム主義のウラマー（学識者） 旅行家、ジャーナリス して名を馳せた人物である。彼は、明治末期の日本を訪問したことや、再来日後に東京モスク 初代イマーム（宗教指導者）を務めたこと、第二次世界大戦中に 対イスラーム工作――アジア進出 野心に燃える二〇世紀前半の日本で推進された、世界各国・各地域のムスリムを対象とする懐柔工作や諜報活動、研究調査の総称（山﨑典子「日本 回教工作」 『中国のムスリムを知るための六〇章』明石書店、二六八頁、二〇一二年）――に関与したことなどでも知られている。イブラヒムの主要著作である『イスラーム世界』には複数の現代トルコ語
訳本があり、近年はフランス語抄訳本も刊行されている。だが これらの訳
本は日本国内では一部の大学図書館に所蔵が確認されるのみであり、言語の壁もあってか広く利用されてきたとは言い難い。したがって、日本滞在部分を中心とする初の邦訳本『ジャポンヤ――イスラム系ロシア人 見た明治日本』 （小松香織・小松久男共訳、第三書館、一九九一年）の刊行は の読者の原著へのアクセスを容易にする、画期的な出来事であったと言えよう。今回岩波書店の「イ ラーム原典叢書」に収録された新版の『ジャポンヤ』は、前作をベースにしながらも、増補・改訂が行われたことでさらに読みやすくなった。なお、イブラヒム 経歴や彼がユーラシア旅行に出た経緯、及び旅行中の見聞について 、訳者のうちの一人、小松久男氏の『イブラヒム、日本への旅――ロシア・オスマン帝国・日本』 （刀水 房、二〇〇八年）にくわしい。イブラヒムの生涯とユーラシアにおける足取りを追い続け、彼の日本滞在中の体験や感想 鮮やかに訳出した 者両氏 情熱と力量には、脱帽するばかりである。
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ここで本書の構成を見てみよう。本書は大きく分けて、序文（詳細は後
述） 、トルキスタン 日本の三部から成る 巻末には、各章の詳細な訳注訳者解説 訳者あとがきが付されている 世界各国・各地域 著名人物の名前が並ぶ付録の人名索引からは、イブラヒムの広い見識や多彩な交友関係うかがえる。
まず、本書で新たに訳出されたオスマン語の原書の序文に該当する「すべ
てを開く全知の神よ」と「トルキスタン」の章では 帝政ロシアにおいてムスリムの政治運動を組織していたイブラヒム 当局によって危険な汎イス
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の紀行文の概要（ 「解説
　
離日後のイブラヒムの旅路」 ）が追加された。訳注
や訳者解説も、国内外の研究の最新動向を踏まえて、旧版よりも充実度を増している。
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ここまで、総五一七頁に及ぶ本書の内容を紹介してきた。本書と前出の
『イブラヒム、日本への旅――ロシア・オスマン帝国・日本』を相互に参照することによって、 「イスラームと中央ユーラシアそして日本 結んで一つのグローバルヒストリーを構想する上で、興味深い糸口を提供しているように思われ 」イブラヒムの思想と行動（五一三頁）をほぼ網羅的に理解することが可能になった。このことこそが、本書の第一の意義であり、極め 大きな功績である。本書を通じて、日本 イスラーム世界の関係をユーラシア史、ひいては世界史的文脈から考える機会に恵まれた日本 読者は幸せである、と言っても過言ではあるまい。
本書の第二の意義は、ムスリムによる初の本格的な日本論として名高い原
著の魅力 イブラヒムの鋭い観察眼 卓越した筆力を、臨場感溢れる訳文によって余すことなく伝えてくれ ことにある 二〇世紀初頭の日本に一定期間滞在し、日本の社会や文化に関す 詳細な記録を残した外国人 多くは漢字文化圏出身の知識人や民族主義運動家、ある は欧米 キリスト教宣教師や外交官に限定されていた。したがって、 シアのム リム いう全く新しいタイプの観察者であるイブラヒムの日本人 は、読者の目に新鮮に映るだろう。とりわけ、清潔 、忠誠心 信頼を じめとす 日本人 美徳を称え、ムスリムに求められる資質を全て備えた日本人は近い将来イスラー に改宗するだろう いう彼の希望的言説は、近代イスラーム世界における日本認識のプロトタイプ形成に寄与したという点で 現代の日本とイスラー 世界の関係を考えるうえで示唆に富む。オスマン語で書かれた原著は、当時オスマン帝国、中央アジア、カフカースのムスリム 日本人観に多大な影響を及ぼしたという（前掲『イブラヒム、日本への旅』一〇五―一一〇頁） 。グローバリゼーションの進行と中東政治の混迷を背景とし 否応 し イスラームへの正しい理解が求められて る昨今 日本社会におい 、本書は、日本とイスラーム世界の相互認識の歴史をたどる際の道標 な だろう。
さらに、本書の第三の意義として、日本人の異文化認識、イスラーム観の
形成過程を、前出の「日本側資料」なども活用して複眼的に描 した が
ラーム主義者と見なされていった経緯、 「イスラームの統一」を夢見る彼が一九〇七年末、タシュケント、ブハラ、サマルカンドをはじめとする中央アジア諸都市をめぐる旅に出た動機や時代背景が述べられている。個人的に興味深く読んだのは、イブラヒムの生まれ故郷であるタラでのエピソードである。ここでは、長期の旅に出ることを決意したイブラヒムが、家族と 別離を悲しみ「わが子らを見捨てるこ なる だろうかと思案に暮れる」（四一頁）様子、友人に借金をしてまで旅費を工面したという事実が明らかにされてい れらの挿話は、一見順風満帆に思われる のユーラシア大旅行が、実は葛藤と困難に満ちたものであったことを物語っている。さらに、 「解説
　
その後の行程」では、シベリア各地やハルビンを経て、
ウラジオストークから日本に渡るまでの行程がま められている。
続く「日本」の章は、一九〇九年二月から六月までの数个月間に及ぶイブ
ラヒムの日本滞在記であり、本書の大部分を占めている。イブラヒムが日本を訪れたのは、日露戦争で強国ロシア 打ち勝ったアジアの新星・日本に強い期待を寄せていたからに他ならなかった。彼は日本 支援を得て、ヨーロッパ列強の支配に苦しむイスラーム世界を救うという壮大な構想を描いていたのだという。同章では、日本の文化や教育、政治、軍事から 日本人の性質や生活習慣、宗教信仰に至るまで、実に多くのことに旺盛な好奇心が向けられている。また、イブラヒムは、伊藤博文 大隈重信を じめとする要人と交流をもち、頭山満や犬養毅率い アジ 主義団体「亜細亜義会」 設立発起人にも名を連ねるなど、日本とイスラーム世界の連携 求めて積極的に行動した。東亜の盟主たらんとする日本の政治家、官僚 軍人もまた アジア進出への足掛かりを模索す かで、世界 広がる スリム・ネットワークをもつイブラヒムに利用価値を見出したようであ 。本書で提示されている資料 よれば、イブラヒムは陸軍参謀本部から資金提供を受け たらしい（四三〇―四三一頁） 。
本書で特筆すべきは、旧版ですでに訳されていた事柄に加えて、当時日本
の新聞・雑誌などに掲載さ たイブラヒム関係の記事が「日本側 料」として本文中に適宜挿入されていることである。これらの記事は 来日中にイブラヒムが築いた幅広 交友関係のみならず、明治末期 日本人 異文化認識やイスラーム観をも示す貴重な資料であり 刮目に値す そのほかにも、旧版では省略されて 彼のメモ書き（ 「手帳から」 ）や原書巻末 付記（ 「余談」 「感慨」 ）が新たに訳出されるとともに、日本の章に続く朝鮮と中国
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挙げられる。日本のアジア主義者、政治家、軍人、あるいは名前の書かれていない市井の人々が、イブラヒムとの邂逅を通じて、当時あまり馴染みのなかったイスラームを理解することに腐心していた様子が 手に取るように伝わってくるのである。ただし、ロシ ・ムスリムの民族自治やイスラーム世界の統一を訴えるイブラヒムに向けられた日本人の眼差しには 未知のものに対する純粋な好奇心を超え 、さまざまな政治的思惑が込められていたことは、後 歴史が証明するとおりである。二〇世紀初頭 日本滞在中に築いた日本のアジア主義者や軍人との関係は、一九三三年のイブラヒムの再来日を準備し、彼は第二次世界大戦期に本格化した日本の対イスラー 工作のシンボルとして重要な役割を果たすこ にな のである（イブラヒム 再来日については、下記論文を参照され い
；坂本勉「アブデュルレシト・イブラ
ヒムの再来日 蒙疆政権下のイスラーム政策」坂本勉編著『日中戦争とイスラーム――満蒙・アジア地域における統治・懐柔政策』慶応義塾大学出版会、一―八一頁、二〇〇八年） 。
このようにいくつもの際立った特徴を有する本書は、一人のムスリムの視
点を通して、日本史、東洋史 西洋史といった伝統的 歴史学 区分 従うのみでは見えてこない、世界史の動態と連関、歴史叙述の豊かな可能性と歴史学 醍醐味を読者の眼前 突き付けているようにも思わ る。その意味で、本書はイスラーム世界に関心をもつ人々のみならず、歴史学の現代的意義という大きな問題を考える多くの人々にも広く読まれることが期待される。
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本稿の冒頭で言及した国際シンポジウムでは、ロシアやトルコにおけるイ
ブラヒムの活動、極東のタタール移民の歴史と現在 日本の対イスラーム工作などについて、総勢一六名の報告者が最新の研究成果を披露した。今回のシンポジウムは、イブラヒムその人や彼が生きた時代に関する研究の深化を象徴するとともに、日本とイスラーム世界の関係、中央ユーラシアという歴史空間に対する学術的関心の高まりを反映していると言 よう。
評者自身は、イブラヒムが日本の将来の戦略的パートナーとして連携を勧
め、実際に第二次世界大戦期に の対イスラーム工作の主要な対象となった、中国のムスリムについて研究を行っている。昨年、一九〇九年六―九月のイブラヒム 中国旅行 関する拙い論考を発表したが（
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420. ） 、博覧強記で機知に富んだイブラヒムの人的魅力や原著のニュアンス
を正確に伝えるためには、中国紀行文全体を邦訳する必要があると改めて感じている。しかし、本書で訳出された章以外の『イスラーム世界』の章は、いまだに邦訳がなされていないのが現状である。
邦訳の必要があるのは中国の章だけではない。イブラヒムが中国を発った
後に訪れたシンガポールにおける他国のムスリムとの「イスラームの統一」をめぐる議論、イギリス支配下のインドのム 事情、 世界の情報収集を行っていた日本人・山岡光太郎と ボンベイ（ムンバイ）での出会い、最初期の日本人のイスラ ム入信者と る山岡を引き連れてのマッカ巡礼道中についてのエピソードは、いずれも ブラヒ の政治的主張、日本とイスラーム世界の交流史を知るうえで、多く 有益 情報を与えてくる。これらのエピソードの概略は、前出の『イブラヒム 日本へ 旅』（九六―一〇四頁）で紹介されてはいるものの、邦訳を心待ちにする読者は少なくないだろう。なぜならば、外国 ムスリムという新たな視角を採用することによって、現地 ムスリムや西洋人が記録し なかった、東南アジア、西南アジアのイスラー 世界の知られざる一面が明ら な ことが予期され からであ 実際に、評者が分析 試み 『 世界』の中国紀行文では、漢語文献や欧文資料には描かれていない、中国ムスリム社会の人間関係や彼らの風俗習慣が、事細かに記録されてい 。
さらに訳者に二点要望を述べるとすれば、それは第一に、西洋の植民地支
配に抵抗し世界中のムスリムの連帯を力説したイブラヒムと、彼とほぼ同時代を生きたジャマールッディーン・アフガーニー（一八三九―一八九七） 、ラシード・リダー（一八六五―一九三五）をはじめとする、いわゆる汎イスラーム主義者たちとの比較研究 ある。特に、汎 主義的外交政策を推進したことで知られるオスマン帝国第三四代スルタン アブデュルハミト二世（一八四二―一九一八、在位一八七六―一九〇九）は、イブラヒムがその動向を絶えず意識していた 物の一人 アブデュルハミト二専制的統治への不満が引き金となった青年トルコ人革命によって憲政が復活し、スルタンが廃位されるという一連 出来事は、当時極東旅行のさなかにあったイブラヒムにも大きな衝撃を与え とされる。イ ラーム世界の連帯を唱えてユーラシア東西を奔走したイブラヒムの思想をより立体的 とらえ
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るためには、こうした汎イスラーム主義の系譜に彼をどのように位置づけるのかを改めて検討する必要があるだろう。
第二の要望は、索引のさらなる充実である。本書の巻末には人名索引が付
されているが、これに加えて事項索引や書名索引があれば、読者が関心のある項目を調べる際の利便性が増すだろう。些末な事柄ではあるが、次作への期待を込め ここに記す次第である。
もちろん、本書はあくまでも「イスラーム原典叢書」というシリーズのな
かの翻訳書であるから、頁数や形式 制限があることは承知している。 「近年イブラヒムとその時代に関する研究が世界で大きく進展しているとすれば、特に日本に関する部分について基礎研究を整えてお が必要である」 （五一七頁）という訳者の意見 も、おおむね賛成する。 かし、 『ジャポンヤ』という優れた邦訳本が世に出されたいま、離日後のイブラヒムのユーラシア旅行記の邦訳本が上梓 る日が来る と、彼にとっての「汎イスラーム主義 の意味が解明され こと 、待ち望まずにはいられないのである。
